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この言葉を見た時、いかに自分が見

えていないのかという視座をいただい
たように思いました。良しと思えるこ
との魅力ゆえ、良かれと思い、良いこ
とだと疑うこともなく僕らは多くのこ
とを踏み躙っているのだと。久しぶり
に刺さる言葉でした。佐野師とは定期
的に学習会をさせていただくご縁をい
ただいているのですが、いつも「私た
ちは聞かねばならないどうしようもな
い身を抱えている」のだと教えてくだ
さいます。聞かねばならないというの
はこういうことだったのかと。見てい
るのに見えていない、だから見えてこ
ない。新型コロナによって露見した差
別的な排除の問題もこういうことなの
でないかと思う。そんな身を抱えてい
るからこそ、私たちの先人は聞こうと
しました。それに倣って私も聞いてい
けたらと願います。 
 

報恩講勤修 
 

１１月１３日（金）～１４(土) 
日中時刻  9 時 30 分 
逮夜時刻 13 時０0 分 

報恩講は何より大切なお仏事 
 

感染対策を講じてお勤めします 
 

今年も報恩講をお勤めする時期がま
いりました。報恩講は私に届いたお念
仏の教えに出遇う真宗門徒にとって何
より大切なお仏事として受け継がれて
きました。コロナ禍の最中ではありま
すが、しっかり感染対策を講じて勤め
ていきたいと思います。 
 
日ごとの地域分けのご協力を 

 
ただ、例年通りというわけにはまい

りません。お盆の時のように日にち毎
に地域分けのご協力を頂いて勤めさせ
ていただきたいと思います。地域で分
けても午前の混雑が予想されます。午
前の三密回避のためにも、午後でもご
都合のよろしい方は午後にお参りくだ
さると幸いです。 
皆様には少しご不便を強いますが、

何卒ご協力のほどよろしくお願いいた
します。 
 
１３日  馬場 下門 小迎 玉西 大足 

原田 冨貴新田 町外の方 
 
１４日 中山 市場 北山 上ケ 玉東 

緑 東大高 冨貴市場  
町外の方 

 
皆さまのお越しをお待ちしています 
 

主な感染対策 
 
① 必ず検温をしてお越しください

（37.5度以上の発熱の方、平熱でも
体調不慮の方はご遠慮ください） 

② 入堂前に手指の消毒をしていただ
きます（消毒液はご用意します） 

良しと思えることの魅力ゆえに 

善悪の価値判断がもたらす 

いのちの蹂躙
じゅうりん

は見えにくい 

佐野明弘 



③ 参詣の際はマスク着用を願います 
④ 勤行・讃歌はマスク又はフェイスシ

ールド着用でお勤めします 
⑤ 次亜塩素酸水加湿器・空気清浄機等

を用意します 
⑥ 堂内換気をしながら勤めますので、

ひざ掛け等お持ちの方はご持参く
ださい。 

⑦ 堂内の飲食をご遠慮いただきます 
⑧ お斎はお持ち帰りいただきます 
 

ご不便をおかけしますが 
よろしくお願いいたします 

 
☆報恩講日程☆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※毎座お斎付きですが 
お斎はお持ち帰りいただきます 

報恩講志のお願い 
 
本年もお一人２，０００円以上の報

恩講ご懇志を御願い申し上げます。皆
満寺を挙げてお勤めさせていただきた
く存じます。何卒ご協力の程宜しく御
願い申し上げます。 
 

ご法話のご案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏事メモ（7） 
勤行本 

 
皆さんはマイ勤行本持っていますか？
実家や親戚のご法事、お寺でのお盆や
お彼岸、報恩講のお参りの時、お寺や
そこのうちのものを借りるものだと思
っていませんか？蓮如上人は『聖教は
読み破れ』と仰いました。手元に置く
というより、お聖教の近くに身を置き
なさいということでしょうね。マイ数
珠、マイ勤行本始めてみませんか？ 
 

 
 
 
 
 

お念珠・勤行本は直に置かずに、置かなければな

らない時には必ず何かの上に置くようにしましょう 

 

１１月１３日(金) 

午前９時半 「初日中」 

 「御文」 

仏教讃歌 

「絵解き法話」 

 午後1時 「大逮夜」 

 「御伝鈔」 

「絵解き法話」 

午後3時半 終了 

 

１１月１４日(土) 

午前９時半 「満日中」 

「御俗鈔」 

仏教讃歌 

「法話」 

午後1時半「お浚
さら

い」 

「御文」 

午後２時 終了 

 13日（金） 絵解法話 

午前：正琳寺住職 野田 慈勝師 

午後：久証寺住職 名和 正真師 

 

14日（土）法  話 

午前：善慶寺住職 住田 昭信師 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
定例会のご案内 

 
～さんかの会～ 

讃歌と仏語を楽しむ会 

毎月第２，第４金曜日 

 

 

～皆画の会～ 
絵仏語、折り紙の会 

毎第１金曜日（第３又は第5 に変更の場合有り） 

 

 

どらも午後1 時半から4 時頃まで 
会費：1回100円（おかし代） 

どなた様もお気軽にご参加下さい 

 

 

 

その他の催し 

 

満たんヨガ 
 

毎最終月曜日 

午7 時半から9 時まで 

 
講師 新美成果さん 

参加費1，000円（高校生以上） 

※中学生以下のお子さま一人は無料 

二人以上1,000円（何人でも） 

但し保護者同伴のこと 

 
 
 
 
 
 
 
 

本堂で呼吸を整えからだと心をほぐしましょう 

 
 

報恩の仏事（4） 
ご法事 

 
 皆さんは法事の当たり年が巡って

きたときどう思われますか？「〇回

忌やからやらないかんなあ・・」で

すか？それとも「やらないかんかな

あ・・」でしょうか。年忌ではお経

を必ずお勤めしますが、その時自分

とご先達との間に矢印を書くとした

らどちらからどちら向きの矢印を書

きますか？ほとんどの方は自分の方

からご先達へという矢印ではないで

しょうか。これを「お経を（読んで

さし）上げる」というのでしょう。 

これに対して「お経をいただく」

という言葉があります。聞いたこと

ありませんか？実はこれ僕は矢印が

逆になると思っています。ご先達か

ら私たちの方向へと向く矢印です。

「いただきまーす」言うて皆さん手

を合わせてご飯食べますよね？いた

だくのは誰ですか？そう！他でもな

い私です！頂くというのは私以外に

はいないんです。 

真宗の仏事においてはお経をお勤

めするということを「頂く」といい

ます。お経はご飯と一緒、「頂く」も

のです。お経はお釈迦様の説かれた

言葉です。亡くなられた方に向かっ

て話されたお話は一つもなく、全部

お弟子さんに向かって話されていま

す。私たちはその説法のお席に聴衆

として着くのです。だから頭を下げ

場に入り、衣服を整えて向かい合う。

亡き方が仏縁となってくださったそ

のご恩に報ずる。真宗の法事が報恩

の仏事といわれる所以です。 

 

 

 

 



令和3年度 行事予定表 
 

法要・行事 月 日・時刻 

修正会  1月 １日（金）１０：００～ 

春の彼岸会  ３月２０日（土）１０：００～ 

永代経  ６月１２日（土）１０：００～ 

サマー寺子屋 

夏の花祭り 
 ７月２4日（土）１０：００～ 

盂蘭盆会 ８月１３日（金）～１５日（日） 

秋の彼岸会  ９月２3日（木）１０：００～ 

納骨総経 １０月23日（土）１０：００～ 

報恩講 １１月１３日（土）１４日（日） 

本山納骨 調整中 

除夜の鐘 １２月３１日（金）２３：４５～ 

 
 

令和3年度 年忌法要表 
 

年忌法要 還 浄 年 

１ 周 忌 令和 2 年 

３ 回 忌 平成3１／令和元年 

７ 回 忌 平成 27 年 

１３ 回 忌 平成 21 年 

１７ 回 忌 平成 17 年 

（２３ 回 忌） 平成 11 年 

２５ 回 忌 平成 9 年 

（２７ 回 忌） 平成 7 年 

３３ 回 忌 昭和64／平成元年 

（３７ 回 忌） 昭和 60 年 

５０ 回 忌 昭和 47 年 

ご法事は朱蝋、打敷、焼香のご準備を 

※ＨＰのＷＥＢ忌日表もご活用下さい 

（ご命日を入力→年忌年ご確認） 

諸案内 
 

令和 2 年度本山御正忌参拝 
中止 

新型コロナウイルス感染症感染状況を
鑑み計画自体を見送ることにしました。 

 
除夜の鐘 

１２月３１日（木）午後１１時４５分 
 

修正会 
１月１日（金）午前１０時 

 
【後書き】 
▼コロナ一色の一年が過ぎようとして
います。思えばお寺も様々なことを中
止、縮小を余儀なくされました。今ま
で辛うじて続けてくることができたこ
とも今後できなくなるかもしれません。
この機会に本当に必要なものなのかを
見極める動きが各所でされていますが、
なぜそれが願われ続いてきたのかを再
確認していくこともとても大切なこと
かと思えます。そしてそれはどこに根
差して見ていることなのでしょう。こ
れ幸いに面倒やからなくしてしまいた
いのか。果たしてどうだろうか。 
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